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概要 

結晶性高分子は、分子鎖の配向に起因して熱伝導率に異方性が生じます。従って熱伝導率を評価する場合、

膜厚方向と面内方向を区別する必要があります。本技術資料では結晶性高分子であり熱伝導率に異方性の

あるポリエチレンシートと、非晶性高分子であり熱伝導率に異方性のないポリスチレンシートの膜厚および面内

方向の熱伝導率を評価した事例を報告いたします。尚、熱伝導率測定の詳細に関しましては、弊社技術レポ

ート（No.A1201、No.T1302、No.T2212）をご参照ください。 

 

分析装置・測定条件 

熱拡散率測定装置：LFA457（NETZSCH社製） 

温度：23℃ 

雰囲気：大気 

 

試料 

ポリエチレン（PE） 

ポリスチレン（PS） 

 

シート成形 

熱プレスによる圧縮成形 

 

面内方向測定用の試料作製（ラメラ法） 

一般的に熱伝導率は膜厚方向で測定を行います。面内方向の熱伝導率を測定するために特殊な方法で試

料を作製する必要があります。図 1 に面内方向の熱伝導率測定のための試料作製スキームを示します。試料

加工後、90°回転させることで面内方向の測定が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【技術資料】 熱伝導率の異方性評価 

【図 1】 面内方向の熱伝導率測定の試料作製スキーム 

mailto:tarc_toiawase@tosoh-arc.co.jp
https://www.tosoh-arc.co.jp/technique/detail/a1201/
https://www.tosoh-arc.co.jp/technique/detail/t1302/
https://www.tosoh-arc.co.jp/technique/detail/t2212/


技術レポート No.T2410 

                2024.6.28 

     株式会社 東ソー分析センター  

            お問い合わせ tarc_toiawase@tosoh-arc.co.jp  2/2 

 

分析事例 

表 1 に PE および PS シートの膜厚方向と面内方向の熱伝導率をまとめました。結晶性高分子である PE の

熱伝導率は面内方向の方が膜厚方向よりも大きいことが分かります。PE はシート成型(熱プレス)時に結晶の

分子鎖軸が面内方向に配向します。この、分子鎖軸の配向が高熱伝導率の発現に起因すると考えられていま

す 1)。一方、非晶性高分子である PS は熱伝導率に異方性がないことが分かります。 

尚、熱伝導率測定試料の推奨厚みは、膜厚方向で 1～3mm、ラメラ法による面内方向で 1～2mm です。 
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【表 1】 膜厚方向および面内方向の熱伝導率 

測定試料 厚み（mm） 熱伝導率（W/m･K） 

PE シート(膜厚方向) 1.95  0.35 

PE シート(面内方向) 2.99  0.58 

PS シート(膜厚方向) 1.01  0.18 

PS シート(面内方向) 2.50  0.17 
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